
令和５年度 学校評価（２回目） 成田市立向台小学校
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１．子どもたちは，元気に登校し，楽しく学校生活を送っている
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２． 子どもたちは，気持ちの良い挨拶や返事ができる
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３． 子どもたちは，友達と仲良く生活している。
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４． 子どもたちは，不安なことや困ったことを相談することがで

きる
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５． 子どもたちは，進んで学習に取り組んでいる
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６． 子どもたちは，話をよく聞き，自分の考えをはっきり話すこ

とができる
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７． 子どもたちは，進んで運動に取り組み，体力を高めようとし

ている
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８． 子どもたちは，夢や将来の目標をもっている。また，めあてをもっ

て生活している
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９．子どもたちは，掃除や係活動などに進んで取り組んでいる
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【児童に関する質問についての分析・考察】

（質問１について）

否定的な回答をしている児童が保護者が１割いること，昨年度に比べその割合が増加していることを私たちは

重く受け止める必要がある。この結果を真摯に受け止め，何が原因かを調べ，対策を検討・実施していかなけれ

ばならない。９割の楽しく過ごせている児童を見て安心するのではなく，１割のそうでない児童に気づき，寄り

添い一緒に考えていける教員を私たちはめざしていかなければならない。

（質問２について）

今年度，校長が先頭に立って推進してきた挨拶について，児童・保護者・職員がともに向上している。校長が

リーダーシップを発揮すると効果が高いことがわかった。今後も学校がどんなことに重点を置いているのか周知

していく工夫や，保護者のニーズ・思いと学校が目指す重点事項が一致していくよう，保護者との協働関係をよ

り深めていく必要がある。

（質問３について）

児童・保護者・職員ともに昨年度に比べ低下傾向である。友達関係について何かしらの不安や悩みを抱えてい

る子が「５％未満しかいない」ととらえるのではなく，「５％弱という少数だから，なおのこと孤立感を募らせ

ているのでは」というとらえ方で一人一人（少数派）に寄り添い，一緒に考えていこうとする教職員になれるよ

う努力していく。

（質問４について）

児童は，昨年度に続き３割近くが否定的な回答をしている。相談相手がいないのか，相談する時間や機会(タイ

ミング)が無いのか，その原因を探り，対策を講じなければならない。相談することの良さ（利点・効果）や相談

の仕方など，児童の目線で指導内容や方法を工夫し，道徳や学活等で実施していくことや，担任・他の先生・

親・家族・友達・SC・教育相談員など相談できる人は周囲にたくさんいることをもっとアピールすること，保護

者会や個人面談などで保護者と相談し，協力して子どもたちの声をすくい上げていくことなどの具体策を検討し

講じていきたい。

（質問５，６，８について）

本校は「主体的に学び，表現できる児童の育成」という主題で学習活動・指導の向上のため研修に取り組んで

いる。質問５，６，８における児童・保護者の肯定的意見の向上傾向が見られることから，研修の努力やその成

果が子どもたちの実感として表れており，また子どもをとおして保護者にもそれが伝わってきているものと考え

る。次年度以降も一人一人の教職員が主体的に（課題意識や目標をもって）研修に取り組み，児童・保護者が成

長を実感できる指導や学習活動を工夫・向上させていきたい。

ｐ．２ｐ．１
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１．学校は，学校教育目標やめざす児童像を，お便りやメール配

信等を通して，保護者や地域にわかりやすく伝えている
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２．学校は，わかりやすい授業を行い，児童の学習意欲や学力の

向上に努めている
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３．学校は，いじめや暴力のない学校づくりに努めている
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４．学校は，校内の環境美化や安全管理に努めている
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５．学校は，児童の健康や体力の向上に努めている
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６．学校は，児童や保護者が相談したことに対して，誠実に対応

している
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７．学校は，特別支援教育の充実と理解促進に努めている
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８．学校はタブレット端末を積極的に活用するなど， ICT教育の充実に努

めている
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９．学校は保護者や地域と積極的に協力・連携し，児童の健全育成に努

めている
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【学校に関する質問についての分析・考察】

（質問１，９について）

前回までの学校評価で指摘が多かったメールサービスの活用を改善（欠席等の連絡をマチコミでできるように

したことや手紙を紙ではなくできる限りデジタル配信にしたこと）できたことが高評価につながったと考える。

今後も学校評価はもちろん，保護者との談笑等から得られる学校改善のヒントをキャッチして改善に取り組みた

い。そのためにも，保護者と気軽に，気兼ねなく話せるような良好な関係づくりが今後も大切である。これはデ

ジタルに頼らず，直接会って顔を見て話すことを重視して取り組んでいきたい。

（質問２，８について）

子どもに関する質問５，６，８とは対照的に肯定的意見がわずかだが減っている。学校での子どもたちの学

習・生活の様子が保護者にとってブラックボックスとなっていることが要因の一つなのだろうか。授業参観等の

行事を抜本的に見直し，本来の（いつもの）子どもたちの様子が保護者に伝わる工夫・努力をしていく必要があ

る。

（質問３，４について）

どちらも「そう思う」とより肯定的な意見が増えたのと同時に否定的な意見も増えてしまっている。いずれも

わずかな変動ではあるが，保護者との信頼関係を築いていく上で最も重要かつ基盤となるいじめ防止や安全管理

については，常に意識を高くもち，より厳しい自己評価をしていかなければならない。保護者の意見が二極化し

てはならない項目であることをあらためて確認し，全職員で次年度以降も真摯に誠実に取り組んでいきたい。

ｐ．４ｐ．３


